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乳児期の栄養と成長
奥羽大学歯学部成長発育歯学講座小児歯科学分野　島村 和宏
　平成22年の夏はどこもか しこも"酷暑"で あっ
た。小児や高齢者にはとりわけ厳 しい夏 となり,
脱水 による犠牲者もでた。 その後,今度は冬の寒
さに震 え,多 くの地域で雪の被害がでた。さあも
うす ぐ暖かくなるから,と安心は していられない。
花粉症である。
　 スギに代表 される花粉の飛散量は,前 年度の天
候に影響 される。昨年気温が高かったことか ら,
今年は過去最高かとの予測 もある。大人もつ らい
が,子 どももつ らい。以前は大人の病気とされて
いたが,近 年はスギ花粉症の患者が低年齢化 し,
小学校入学前の発症 も珍 しくない。小児は精神 ・
言語を含めて発達途上で,疾 病 に関 しても自覚症
状を適切に伝 えられず,症 状把握が困難な場合が
多い。保護者が,如 何に気付 くかが重要である。
症状は,一般的なくしゃみや鼻汁ばかりでなく,
皮膚の赤みやかゆみ,鼻 出血などもある。目や鼻
をよくこする,鼻 をすする,鼻 出血,口 呼吸など
があったら花粉症の始まりかも知れない。花粉症
ばか りが原因ではないが,問 診で口呼吸が把握で
きた際は,耳 鼻科への対診 も考慮する必要がある。
　花粉症のように,か つて"大 人の病気"で あっ
たアレルギーは,成 人期の肥満 とともに母胎や乳
幼児期の栄養面と関連 しているとい う指摘がある。
生後4か 月までに,4種 類以上の固形物 を摂取 し
た群では,固 形物 を摂取 しなかった群に比べ,2
歳,10歳までの慢性湿疹の既往 が高かったとい
う報告がある。アレルギーについては多くの要因
が関係 し,栄養摂取の内容 ・時期に関しても相反
する報告がある。過度な対応 は正常な成長を妨げ
る恐れがあり注意が必要だが,疾 病の要因という
点も含め,小 児の栄養と成長 との関係があらため
て注 目されている。
　 また胎児期の栄養に関連 して,小 さく産んで大
きく育て るといった考 えか らか,1970年の調査
では出生時平均体重 は男児3200g,女児3100gで
あったが,2001年で は男児3000g,女児2900gと
なった。確かに妊娠中の著 しい体重増加は母胎に
も胎児にとって も好ましくない。 しかし過度な食
事制限をすると,当然胎児への栄養供給は減少 し,
胎児は小 さくなる。それ以上に,飢餓状態に近く
なることがある。胎児期に抑えられた分を出産後
に取 り戻そうとして,栄 養 をため込むようになる。
そのため,脂 肪細胞数 も急激に増 え,幼児期にも
その生活が続 くことで,将 来的な肥満や血圧異常
につながるのである。近年,低 出生体重児の割合
が,出 生 児の約10%に達 してお り,成 長期 の疾
病を心配する声 も挙がっている。
　一方離乳時期 についての平成17年の調査結果
では,4か 月頃に離乳を開始 し,12か月で終了
す る人 の割合 が10年前 に比べて少な くなったと
報告 されてい る。幼児期の食事に関する保護者の
困 りごと(噛 まないなど〉について,そ の誘因に
離乳の急ぎす ぎが指摘 されており,望 ましい時期
(5～6か 月頃開始,13～18か月で終了)の 情
報が提供されてきた影響かも知れない。
　食事内容や与 え方など,小児の栄養,特 に離乳
期の対応は古 くて新 しい問題であり,保護者にも
悩みがある。液状食や軟食 による顎顔面 ・口腔へ
の影響 も報告 されているが,離 乳時期やその食性
による口腔への影響については,ま だまだ不明な
点 も多く,重要 な研究課題である。
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